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新潟県農業共済組合広報紙
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組合長あいさつ・新役員紹介  P2

に い が た

1 【生 地】
材 料（1本分）

•卵……６個　
•はんぺん…１枚(90g)　
•砂糖…65g

•酒……大さじ２
•塩……少々

2 【酢飯、具材】

•酢飯…240g
•キュウリ…１㎝角程の棒状に縦に切り分ける
•ニンジン…１㎝角程の棒状に縦に切り分ける
•クルミの佃煮…細かく刻む

•干しシイタケの含め煮…薄切りにする
•かんぴょうの甘辛煮
　　…生地の幅に合わせて切る
•桜でんぶ

①1の全てをミキサーに入れ、なめらか
な液状になるまで撹拌する。

②クッキングシートを敷いた天板に①
を流し入れ、180℃のオーブンで８分
焼く。焼きムラ防止のため、天板の
前後の向きを変えさらに４分焼く。

③生地の完成
④巻きすにラップを敷き、粗熱をとった生地をのせ酢飯を広げて具材を置く。
⑤手前から巻きすごと持ち上げ具材を軽く押さえながら巻く。
⑥形を整えて、なじむまでしばらく置く。
⑦食べやすい大きさに切り分けて伊達巻き寿司の完成。

作り方

おひ
な
祭
り
に
も
ぴ
っ
た
り

い
し
い
一
皿

伊
達
巻
き
寿
司 ノーサイくん

はんぺんは通常の伊達巻に
使用する量の半分にしていま
す。生地がフワフワと軽い触
感になり巻きやすくなります。

ポイント

手前から
持ち上げ巻く

完成した
生地

冨 

永

　咲 

子
さ
ん

金 

井

　英 

子
さ
ん

食
房
美
咲

　上
越
市
牧
区

　購
入
し
た
太
巻
き
寿

司
に
伊
達
巻
き
の
生
地

を
巻
く
だ
け
で
も
華
や

か
に
な
り
ま
す
よ
。
ひ

な
祭
り
に
も
ぴ
っ
た
り

で
す
。

　ま
た
、
中
に
入
れ
る

具
材
の
種
類
や
量
は
お

好
み
で
変
え
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
佃

煮
を
入
れ
て
も
苦
み
が

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

お
い
し
い
で
す
。

紹
介
者
は
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役
員
の
役
割
を
教
え
て
欲
し
い
。（
阿
賀

　
　
野
市
　
小
林
総
代
）

　
　
理
事
は
組
合
運
営
の
執
行
機
関
と
し
て
の

　
　
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
監
事
は
業
務
の

執
行
状
況
や
財
産
状
況
を
監
査
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　
　
農
業
共
済
新
聞
に
つ
い
て
、
基
礎
組
織
員

　
　
に
購
読
を
依
頼
し
て
い
る
が
必
要
性
を
感

じ
ず
、
廃
刊
を
求
め
る
意
見
を
第
１
回
通
常
総

代
会
に
お
い
て
述
べ
た
。
そ
の
後
、
組
合
の
対

応
に
つ
い
て
返
答
が
な
い
が
ど
う
な
っ
た
か
。

（
阿
賀
野
市
　
小
林
総
代
）

　
　
第
１
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
い
た
だ

　
　
い
た
意
見
を
農
業
共
済
新
聞
発
行
元
の
全

国
農
業
共
済
協
会
へ
つ
な
げ
る
と
返
答
さ
せ
て

い
た
だ
き
報
告
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
全
国
農
業
共
済
協
会
の
対
応
に
つ
い
て
は
確

認
し
て
い
ま
せ
ん
。
農
業
共
済
新
聞
は
全
都
道

府
県
で
発
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
潟
県
だ

け
の
意
見
で
廃
刊
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
全

国
農
業
共
済
協
会
で
次
年
度
の
事
業
計
画
策
定

時
に
協
議
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
結
果
が

分
か
り
次
第
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
、
新
聞
に
代
わ
る
情
報
発
信
方
法
が

あ
る
の
か
な
ど
含
め
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

副組合長理事第一理事

関 川 　義 之
（五泉市）

理　　　　　　事

高 橋　 修 一
（長岡市）

川 越 　正 蔵
（三条市）

髙 橋 　康 浩
（三条市）

倉   部　　巧
（柏崎市）

水 品　 正 幸
（十日町市）

関　　昭   夫
（南魚沼市）

理　　　　　　事

金 子 　孝 一
（上越市）

長 田　 和 弘
（妙高市）

小 林　正 雄
（柏崎市）

柳　　孝   司
（新潟市北区）

星 野　 圭 一
（新潟市西蒲区）

笠   原　　真
（阿賀野市）

理　　　　　　事

宮 村 　義 信
（胎内市）

宮 澤 　弘 昭
（新潟市江南区）

中 澤  美知男
（新潟市西区）

小 嶋 　洋 朗
（新潟市南区）

西 山　 行 夫
（燕市）

佐 々 木 　豊
（新潟市秋葉区）

組合長理事　尾田　修一

市 村　 正 美
（上越市）

加 藤　 修 一
（佐渡市）

山 田　 重 行
（長岡市）

桑 原　 正 文
（魚沼市）

佐 藤　 昌 昭
（村上市）

　　

損
害
評
価
員
報
酬
及
び
果
樹
推
進
部
長
報

　
　
酬
の
額
変
更
に
つ
い
て
、
集
計
ミ
ス
に
よ

り
修
正
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
集
計
ミ
ス
が

判
明
し
た
時
期
と
経
過
に
つ
い
て
詳
細
を
説
明

願
い
た
い
。（
長
岡
市
　
髙
橋
総
代
）

　
　
発
生
し
た
件
に
対
し
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

　
　
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
事
案
は

12
月
の
報
酬
支
払
時
に
判
明
し
た
も
の
で
、
原

因
に
つ
い
て
は
旧
新
潟
県
組
合
と
旧
中
越
組
合
の

予
算
集
計
を
誤
り
、
合
算
せ
ず
に
旧
新
潟
県
組
合

分
の
み
予
算
計
上
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
役
員
報
酬
の
内
訳
（
組
合
長
報
酬
額
）
と
、

　
　
定
年
制
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
（
三
条
市

熊
倉
総
代
）

　
　
組
合
長
の
年
報
酬
は
７
２
０
万
円
で
す
。

　
　
ま
た
、
役
員
の
定
年
は
就
任
時
72
歳
未
満

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
新
役
員
候
補
者
名
簿
の
中
に
、
会
社
名
及

　
　
び
役
職
名
で
の
肩
書
の
方
が
い
る
が
な
ぜ

か
。（
胎
内
市
　
鈴
木
総
代
）

　
　
組
合
定
款
に
は
役
員
定
数
の
う
ち
少
な
く

　
　
と
も
17
人
は
組
合
員
（
組
合
員
た
る
法
人

の
業
務
を
執
行
す
る
役
員
を
含
む
）
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
当
該
の
役
員
候
補
者
の
方
は
、
法

人
役
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
会
社
名
お
よ
び
役
職

名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り

農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
理

事
会
に
お
い
て
、
組
合
長
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
誠
心
誠
意
、
職
務

を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
地
球
温
暖

化
に
よ
る
自
然
災
害
の
頻
発
や
人
口
減

少
に
伴
う
国
内
市
場
の
縮
小
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
常

に
リ
ス
ク
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
収
入

保
険
事
業
・
農
業
共
済
事
業
を
推
し
進

め
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
　
　  

が
決
ま
り
ま
し
た
【
任
期
／
令
和
４
年
１
月
15
日
〜
令
和
６
年
６
月
30
日
】

　
第
２
回
臨
時
総
代
会
を
令
和
３

年
12
月
23
日
、
新
潟
市
「
新
潟
テ

ル
サ
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
通
常
総
代
会
と
同
様
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策

と
し
て
、
書
面
で
の
議
決
権
行
使

を
お
願
い
し
、
規
模
を
縮
小
し
て

行
い
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
２
９
1
人
の
う
ち
本

人
出
席
31
人
（
書
面
議
決
２
６
０

人
）
で
し
た
。

　
組
合
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長

に
は
新
潟
市
南
区
の
小
林
吉
春
総

代
が
選
出
さ
れ
、
７
議
案
を
審
議

い
た
だ
き
全
議
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

新
潟
県
農
業
共
済
組
合
定
款
一
部

変
更
議
決
の
件

第
２
号
議
案

令
和
３
年
度
損
害
評
価
員
報
酬
及

び
果
樹
推
進
部
長
報
酬
の
額
変
更

議
決
の
件

第
３
号
議
案

令
和
３
年
度
業
務
収
支
補
正
予
算

議
決
の
件

第
４
号
議
案

畑
作
物
共
済
（
大
豆
）
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
設
定
議
決
の
件

第
５
号
議
案

畑
作
物
共
済
（
そ
ば
）
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
設
定
議
決
の
件

第
６
号
議
案

役
員
選
任
議
決
の
件

第
７
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
選
任
承
認
の
件

第
２
回 

臨
時
総
代
会
を
開
催

QQQ A

役
員

QQ AA

AA 総
代
会
の
質
疑
応
答

監　　事 代表監事

支所統括理事理　　事

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

全
７
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

議長に選任された 
新潟市南区 
小林吉春総代

（新発田市）



　「
酪
農
は
大
変
な
仕
事
で
す
が
、
や

り
が
い
が
あ
る
仕
事
で
す
。
両
親
と
姉

の
４
人
で
、
毎
日
忙
し
い
な
が
ら
も
楽

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
す
金
子
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
に
乳
牛

約
70
頭
を
飼
育
す
る
実
家
の
金
子
牧
場

に
就
農
し
ま
し
た
。

金 子 さ ん に 懐 い て い る 子 牛

愛 情 を 込 め て エ サ や り を す る 金 子 さ ん

佐渡市小木堂釜 金  子　 優  也さん（21）

明日へむかって

安全安心な生乳生産をこれからも続けたい

　
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
周
り
に
牛
が
い

る
環
境
で
育
ち
、「
子
供
の
こ
ろ
か
ら

牛
が
好
き
で
し
た
。
酪
農
を
自
分
の
職

業
に
す
る
と
決
め
た
の
は
中
学
生
の
と

き
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
酪
農
の
専
門
知
識
を
学
ぶ
た
め
に
、

北
海
道
の
「
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
」

に
進
学
し
、
農
場
実
習
を
通
じ
て
牛
の

基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。「
実
習
の

時
に
放
牧
明
け
の
牛
を
追
い
込
も
う
と

し
て
、
興
奮
し
た
牛
に
追
突
さ
れ
て
、

体
が
宙
に
浮
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
当
時
を
懐
か
し
み
ま
す
。
そ
の

後
、
新
潟
県
農
業
大
学
校
に
進
学
し
て

農
業
の
専
門
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
家

畜
人
工
授
精
師
や
大
型
特
殊
自
動
車
免

許
等
も
取
得
し
ま
し
た
。

　「
就
農
し
て
か
ら
は
毎
朝
６
時
に
起

床
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
子
牛
の

哺
乳
、
ミ
ル
カ
ー
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

搾
乳
牛
の
エ
サ
や
り
、
搾
乳
が
私
の
主

な
仕
事
で
す
」
と
金
子
さ
ん
。
午
後
４

時
30
分
頃
か
ら
も
同
様
の
仕
事
を
行

い
、
一
日
の
全
て
の
仕
事
が
終
わ
る
の

は
午
後
８
時
を
回
り
ま
す
。「
両
親
に

エ
サ
や
り
や
搾
乳
に

つ
い
て
、
技
術
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
に
考
え
が
あ
る

時
は
、
積
極
的
に
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い

る
の
で
、
就
農
し
て

か
ら
両
親
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
機
会
が
増
え
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
金
子
さ
ん
は
「
就

農
し
た
こ
と
で
、
酪

農
と
い
う
仕
事
の
大

変
さ
が
改
め
て
分
か

り
ま
し
た
。
酪
農
の

仕
事
を
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
両
親
に
心
か
ら
感
謝
を

し
て
い
ま
す
。
普
段
は
恥
ず
か
し
い
の

で
、
面
と
向
か
っ
て
は
言
え
な
い
で
す

け
ど
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
ま
た
、

料
理
が
趣
味
で
、
時
間
が
あ
る
時
に
は

感
謝
の
意
味
を
込
め
て
得
意
の
鍋
料
理

を
家
族
に
振
る
舞
い
、
家
族
団
ら
ん
の

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　「
今
後
は
乳
量
の
安
定
化
と
乳
質
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
と
共
に
、
父

が
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い
る
人
工
授
精
や

牛
の
育
成
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
。
安
全
安
心
な
生

乳
生
産
を
継
続
し
て
、よ
り
多
く
の
方
々

に
佐
渡
の
牛
乳
を
提
供
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
今
後
の
展
望
を
語
り
ま
す
。

5 4

　
　後
の
夢

今

　
　親
へ
感
謝
の
気
持
ち

両

　
　供
の
こ
ろ
か
ら
酪
農
が
夢

子
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農
機
具
の
加
入
は
１
台
ご
と
に
行
い

ま
す
。
本
体
に
装
着
す
る
作
業
機
（
ロ
ー

タ
リ
ー
、
ハ
ロ
ー
等
）
も
１
台
ご
と

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
品
で
購
入
し
た
農
機
具
は
も
ち
ろ

ん
、
中
古
で
購
入
し
た
農
機
具
で
も
条

件
付
で
加
入
で
き
ま
す
。

□
加
入
の
仕
方
は

□
加
入
で
き
る
農
機
具
は

　
火
災
・
落
雷
・
衝
突
・
接
触
・
墜
落
・

転
覆
・
盗
難
・
異
物
の
巻
き
込
み
・
物

体
の
落
下
ま
た
は
飛
来
・
破
裂
ま
た
は

爆
発
・
鳥
獣
害 

等

　農
機
具
共
済
は
、
農
機
具
が
事
故
に

よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合
に
修
理
費
用

を
補
て
ん
し
ま
す
。
格
納
中
の
事
故
の

他
、
農
作
業
に
お
け
る
稼
働
中
の
事
故

も
補
償
し
ま
す
。

　万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
農
機
具
共

済
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

□
対
象
と
な
る
事
故
は

農
機
具
火
災
共
済
の
場
合

事
故
に
備
え

へ

を

農
機
具
共
済

ご
加
入

共済金支払例 ・新品価額600万円
・加入金額600万円

　ま
も
な
く
春
作
業
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
農
業
機

械
は
日
頃
の
点
検
整
備
を
怠
る
と
、
故
障
や
事
故
を

招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
機
械
に
付
属
し
て
い

る
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　今
回
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
例
に
自
身
で
で
き
る
点

検
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
を
ク
ボ
タ
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

　
オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
は
一
度
ふ
き
取
っ

て
上
限
と
下
限
の
ラ
イ
ン
内
に
オ
イ

ル
が
あ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
、
十
分
に
冷
め

た
状
態
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
機
械
の
各
部
が
停
止
し

て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
高
温
部
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
駐
車
お
よ
び
点
検
な
ど
で
運
転
席
を
降
り
る

時
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
、
キ
ー
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

●
3
点
リ
ン
ク
作
業
機
（
ロ
ー
タ
リ
ー
）
を
持

ち
上
げ
て
点
検
作
業
を
行
う
時
は
必
ず
油
圧

ロ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
運
転
に
よ
る
確
認
は
平
坦
な
場
所
で
行
い
、

駐
車
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
各
変
速
レ
バ
ー
を

中
立
に
し
て
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
走

行
に
よ
る
点
検
・
整
備
時
は
、
周
囲
に
十
分

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

耕うん爪
　爪先が減ると
作業効率が落ち
ます。摩耗して
いる爪は交換し
てください。

ファンベルト
　ベルトの伸び、
ひび割れなどない
か確認してくださ
い。ベルトの真ん
中あたりを指で押
し、10㎜くらい入
るのが目安です。

不
凍
液

　
不
凍
液
の
有
効
使
用
期
限
は
2
年

で
す
。
エ
ン
ジ
ン
が
冷
え
た
状
態
で

液
量
の
確
認
を
行
い
、
少
な
い
場
合

は
交
換
ま
た
は
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

エアクリーナー
　エレメントの変形や目づま
りが無いか確認し、ちりやほ
こりはエアーで吹き飛ばして
ください。エレメントの内側
から空気で吹き飛ばすことが
ポイントです。

タイヤの空気圧
　傷や摩耗を確認し、タイヤの空気圧は、
取扱説明書に記載している規定圧力になる
よう調節してください。

ラジエータ
（防虫網）
　ラジエータ本体の
フィンを傷つけないよ
う防虫網を引き出し、
ブラシ等でゴミや虫な
ど取り除きましょう。
掃除後は確実に元に戻
し、しっかりと固定し
てください。

グ
リ
ス
ア
ッ
プ

　
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
す
る
箇
所
は
転

輪
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
等
が

あ
り
ま
す
。
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
怠
る
と

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
が
劣
化
す
る

と
焼
き
付
き
の
原
因
に
な
る
な
ど

エ
ン
ジ
ン
の
寿
命
を
縮
め
ま
す
。

　
オ
イ
ル
は
メ
ー
カ
ー
純
正
品
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

トラクターを運転中、転覆事故により
100万円の修理費用がかかった。

削減額損害額
（損害額×削減割合）

（100万円 10万円）
（100万円×10%）

※削減割合は事故の状況や形態等によって異なります。

（削減割合が10％の場合）

支払共済金
90万円

共済金額（加入額）
600万円

600万円
新品価額(新調達価額)

点
検
ポ
イ
ン
ト

正
常
な
爪

摩
耗
し
た
爪

クボタアグリサービス㈱
新潟サービス技術部
係長
海沢　一紀さん

※
自
然
災
害
に
よ
っ
て
発
生
し
た
事
故
は
除
き
ま
す
。

※
故
障
・
消
耗
部
品
に
の
み
生
じ
た
損
害
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

最初の交換は50時間、 2回目
以降は100時間ごとの交換が
目安です。

点
検
・
整
備
を
す
る
時
は
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（注）農林水産省の地理的表示保護制度。特定の地域で
栽培される農作物の名称を知的財産として保護するもの。

　「
阿
賀
・
阿
賀
野
和
牛
改
良
組
合
」

は
、
２
０
２
１
年
度
認
定
和
牛
改
良

組
合
の
「
分
娩
間
隔
の
部
」
で
全
国

和
牛
登
録
協
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
認
定
和
牛
改
良
組
合
は
全
国
に
４

６
６
あ
り
、
各
組
合
内
の
共
用
中
雌

牛
の
平
均
分
娩
間
隔
（
１
年
１
産
、

子
牛
を
得
る
）
の
平
均
値
上
位
15
組

合
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
同
組
合
は

平
均
３
８
４・
７
日
で
全
国
10
位
と

優
秀
な
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
２
０
１
５
年
に
Ｊ
Ａ
新

潟
み
ら
い
、Ｊ
Ａ
北
蒲
み
な
み
管
内

の
和
牛
飼
養
農
家
11
戸
が
集
ま
り
設

立
さ
れ
、30
代
〜
80
代
ま
で
幅
広
く
、

約
１
９
０
頭
（
育
成
牛
含
む
）
の
和

牛
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　「
組
合
員
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
お

か
げ
。
小
さ
な
組
合
の
た
め
組
合
員

間
の
連
絡
が
取
り
や
す
く
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
助
け
合
え
る
絆
は
深

い
で
す
」
と
話
す
渡
辺
組
合
長
。
優

良
子
牛
を
生
産
で
き
る
よ
う
研
修
や

巡
回
を
実
施
す
る
な
ど
日
々
研
鑽
し

「みんなのひろば」は各支所での出来
事や、地域の話題、NOSAI部長さん
や組合員さんにスポットをあて、紹介
するコーナーです。

認
定
和
牛
改
良
組
合
の

「
分
娩
間
隔
の
部
」で
全
国
表
彰

て
い
ま
す
。「
１
頭
１
頭
に
目
を
か

け
体
調
管
理
を
し
、
発
情
の
兆
候
の

出
方
な
ど
を
視
察
し
て
勉
強
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
平
均
分
娩
間
隔
３
６

５
日
以
内
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
す
。

新潟
支所

阿
賀
・
阿
賀
野
和
牛
改
良
組
合
（
渡
辺
昇
平
組
合
長
）

　
上
越
市
大
潟
区
に
あ
る
「
べ
じ
ら
ラ

ボVegetable&
RiceLaboratory

」

（
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
ラ
イ
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー
）で
は
、
上
越
産
の
お
い
し
い
食

材
を
使
用
し
た
加
工
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　「
べ
じ
ら
ラ
ボ
」
は
、
同
区
で
お

米
や
野
菜
、
果
物
を
栽
培
し
て
い
る

山
田
農
場
代
表
の
三
枝
さ
ん
が
２
０

１
６
年
３
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　「
上
越
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
、
安

心
・
安
全
な
食
材
を
活
か
し
た
加
工

品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
食
べ
る
方

が
喜
び
、
生
産
者
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
商
品
の

製
造
を
は
じ
め
ま
し
た
」
と
話
す

三
枝
さ
ん
。

　
調
理
師
専
門
学
校
で
働
い
て
い
た

腕
を
活
か
し
て
つ
く
る
様
々
な
加
工

品
た
ち
。
自
身
が
栽
培
し
た
お
米
を

ポ
ン
菓
子
に
加
工
し
て
フ
ル
ー
ツ
や

ナ
ッ
ツ
類
と
合
わ
せ
た
「
グ
ラ
ノ
ー

ラ
」
や
上
越
産
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
イ

チ
ジ
ク
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
月
餅
な
ど

も
製
造
し
て
い
ま
す
。
月
餅
は
、
し

つ
こ
く
な
ら
な
い
よ
う
に
仕
上
げ
て

い
る
の
で
油
分
の
多
い
食
べ
物
が
苦

手
な
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　
三
枝
さ
ん
は
、「
現
在
は
、
冬
季

の
み
加
工
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
通
年
販
売
を
目
標
に
し
て
行

き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

上越
支所

中越
支所

～支所通信～

　「
高
校
卒
業
後
に
旧
水
原
町
の
写

真
館
へ
就
職
し
、
写
真
に
触
れ
て
か

ら
50
年
近
く
写
真
撮
影
を
続
け
て
い

ま
す
」
と
話
す
榎
本
さ
ん
。

　
は
じ
め
は
仕
事
と
し
て
写
真
撮
影

を
こ
な
す
毎
日
で
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
な
風
景
や
人
物
を
撮
影
し
て
い
く

う
ち
に
写
真
に
魅
了
さ
れ
、
い
つ
し

か
写
真
撮
影
が
生
き
が
い
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。

移
り
行
く
集
落
の
様
子
を
撮
影
し
た
い

伝
統
野
菜「
大
口
れ
ん
こ
ん
」産
地
を
守
る

四季折々、自慢作品
が

ずらりと並ぶ

「組合員の頑張りに感
謝です」と

賞状を手にする渡辺
組合長

ほか組合員

シャキシャキの大口れ
んこんは

シンプルにサラダがお
すすめです

　
撮
影
し
た
写
真
を
展
覧
会
や
コ
ン

テ
ス
ト
に
も
応
募
し
、
多
く
の
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に

は
全
国
農
業
共
済
協
会
主
催
の
第
32

回
「
新
・
日
本
の
農
村
」
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
今
は
同
市
の
写
真
ク
ラ
ブ
「
写
友

す
い
ば
ら
」
に
所
属
し
て
お
り
年
に

一
度
、展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
仲
間
の
作
品
を
見
る
の

は
刺
激
に
な
っ
て
楽
し
い
、

と
感
じ
て
い
る
榎
本
さ
ん
。

「
今
後
は
移
り
行
く
集
落
の

様
子
を
撮
影
し
、
み
ん
な

が
喜
ん
で
く
れ
る
写
真
が

撮
り
た
い
で
す
ね
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
す
。

下越
支所

地
場
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
つ
く
る

甘
味
品

　
長
岡
市
大
口
の
特
産
「
大
口
れ
ん

こ
ん
」
約
２
　
を
栽
培
す
る
鈴
木
さ

ん
は
、
祖
父
の
代
か
ら
続
い
て
き
た

れ
ん
こ
ん
栽
培
を
受
け
継
い
で
20
年

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
れ
ん
こ
ん
の
収
穫
は
８
月
か
ら
翌

年
５
月
頃
ま
で
続
き
、
出
荷
最
盛
期

は
１
日
に
約
１
５
０
㎏
を
出
荷
す
る

鈴
木
さ
ん
。

　「
今
年
は
小
ぶ
り
で
す
が
、
そ
の
分

旨
み
が
凝
縮
さ
れ
て
美
味
し
い
で
す

よ
」
と
す
す
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
口
れ
ん
こ
ん
栽
培
の
歴
史
は
古

く
、
約
１
０
０
年
前
か
ら
始
ま
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
管
理
は

昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
、
当
時
か
ら

培
わ
れ
て
き
た
技
術
が
今
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。「
令
和
3
年
５
月
に
大
口

れ
ん
こ
ん
は
Ｇ
Ｉ
登
録（
注
）
を
取
得
し

ま
し
た
。
生
産
者
が
大
切
に
受
け
継

い
で
き
た
れ
ん
こ
ん
栽
培
が
全
国
に

評
価
さ
れ
て
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
鈴

木
さ
ん
は
笑
顔
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
最
近
は
大
口
れ
ん
こ
ん
に
注
目
し

て
「
生
産
者
に
な
り
た
い
」
と
地
元

農
家
の
も
と
で
研
修
を
受
け
る
人
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　「
今
ま
で
は
現
状
を
守
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
く

れ
ん
こ
ん
を
始
め
る
方
と
も
協
力
し

て
、
産
地
を
盛
り
立
て
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

長
岡
市
大
口

　鈴 

木

　正 

常
さ
ん
（
47
歳
）

阿
賀
野
市
勝
屋

　榎 

本

　清 

一
さ
ん
（
67
歳
）

上
越
市
大
潟
区

　三 

枝

　正 
人
さ
ん
（
47
歳
）

上越産の食材を
生かした加工品の

通年販売が目標です

ha

～支所通信～
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　「
い
き
い
き
畑
」
は
約
１
４
０
人
の

農
家
と
契
約
し
、
農
産
物
や
加
工
品

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
直
売
所
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

は
一
押
し
の
商
品
を
紹
介
。
投
稿
を

見
て
遠
方
か
ら
買
い
に
来
る
方
も
多

い
と
か
。

　
月
一
回
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
人

気
で
、
格
安
で
お
こ
わ
や
お
に
ぎ
り

を
販
売
し
ま
す
。
地
元
の
方
の
手
芸

講
座
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
地
域
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
昼
前
に
は
、
直
売
所
併
設
の
キ

ッ
チ
ン
で
作
っ
た
、
地
元
の
野
菜
を

品揃え豊富な農産物

頑
張
る
お
父
さ
ん
を
家
族
で
応
援
し
ま
す 

（
撮
影
時
、長
女
は
不
在
）

「契約農家も随時募集中
です」と代表の鶴巻純一
さん

「やさしい味」が評判の
お惣菜・お弁当

お
客
様
と
の
交
流
を
大
切
に

締切り
令和4年4月5日㈫ 
当日消印有効

気
ま
ま
に

ド
ラ
イ
ブ

　
表
紙
の
写
真
は
魚
沼
市
七
日
市
新
田

で
昨
年
末
、
酪
農
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
松
尾
茂
樹
さ
ん
。

　
今
ま
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
酪
農
に
携

わ
っ
て
い
た
松
尾
さ
ん
で
す
が
、
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
酪
農
家
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
地
元

の
酪
農
家
か
ら
「
後
を
継
が
な
い
か
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
新
規
就
農
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
業
界
も
エ
サ
の
高

騰
や
生
乳
廃
棄
な
ど
大
変
な
時
期
に
あ

り
ま
す
が
、
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ

と
な
の
で
、
め
げ
ず
に
精
一
杯
が
ん
ば

り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

表
紙
の
紹
介

農産物直売所
「いきいき畑」

直売所

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

住　　所／三条市西潟１番30号
電話番号／0256-39-1688

皆
様
か
ら
の
感
想
を

掲
載
し
ま
す
。

声声

読
者
の

足していくつ？

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail　kikaku＠nosai-niigata.or.jp

●③桃栗三年柿●年 ●④●転び八起き
●②人の噂も七十●日●①石の上にも●年

N O S A I  クイズ

クイズの答え ①＋②＋③＋④=

正解者の中から抽選で20名様に、1,000円分のクオカードをプレゼントします。

　
　

10
月
23
日
は
中
越
地
震
か
ら
17
年
で
す
。
自
然
災
害

は
予
想
で
き
ま
せ
ん
が
、
建
物
総
合
共
済
に
加
入
し
て
い

て
よ
か
っ
た
で
す
。（
長
岡
市
　
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

　
　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
財
産
を

守
る
た
め
に
、 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
こ
れ
か
ら
も
建
物
共
済
へ
の
加

入
を
お
す
す
め
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

水
稲
共
済
の
記
事
は
、
図
が
あ
り
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
の

で
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。（
柏
崎
市
　
Ｓ
・
Ｉ
さ
ん
）

　
　
近
年
は
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
獣
害
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
加
入
方
式
も
選
択
で
き
ま
す
の
で
、
自
分
に
合
っ
た

補
償
内
容
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　

自
然
災
害
や
異
常
気
象
で
農
家
は
難
し
い
時
代
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
る
方
々
や
工
夫
し
て
い
る
方
を
た
く
さ
ん

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。（
柏
崎
市
　
Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

　
　
こ
れ
か
ら
も
県
内
各
地
を
取
材
し
、
色
々
な
情
報
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
か
ら
も
情
報
の
提
供
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　

お
い
し
い
一
皿
の
ナ
ス
の
漬
物
は
、
あ
と
１
か
月
早

く
掲
載
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
作
れ
た
か
と
。
少

し
残
念
で
す
。（
村
上
市
　
Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
）

　
　
料
理
コ
ー
ナ
ー
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
は
、時
期
も
考
慮
し
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

先
日
、
自
走
式
草
刈
機
を
事
故
に
よ
り
修
理
し
ま
し

た
。
農
機
具
共
済
の
対
象
と
な
り
、
素
早
い
対
応
に
感
謝

で
す
。（
上
越
市
　
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
）

　
　
農
機
具
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

11月のこたえ 「20」　応募数／356名　正解数：337名 おめでとうございます。当選者はこちらの20名です。

下の●に数字を入れると、ことわざが完成します。
①～④に入る数字を全部足すと数字の合計はいくつになる
でしょう。

柏崎市　春日　裕美さん
柏崎市　浅香　謙次さん
上越市　渡邊　千代さん
長岡市　小川　忠男さん
長岡市　大塚　勝巳さん

十日町市　松沢　俊夫さん
南魚沼市　青柳　克子さん
南魚沼市　上村　隆一さん
小千谷市　岡村　吉枝さん
三 条 市　高野　孝子さん

新発田市　清治　満雄さん
胎 内 市　須貝サチイさん
胎 内 市　小菅　幸一さん
新 潟 市　大原祐美子さん
新 潟 市　石本　和仁さん

燕　市　早川裕美子さん
五泉市　五十嵐静江さん
五泉市　高岡　美知さん
村上市　板垣　一男さん
阿賀町　波田清九郎さん

いきいき畑
フェイスブック

た
っ
ぷ
り
使
っ
て
い
る
お
弁
当
や
お

惣
菜
が
並
び
ま
す
。

　
手
軽
に
地
元
の
優
し
い
味
を
楽
し

め
る
直
売
所
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

手
作
り
の
お
惣
菜
・
お
弁
当

至加茂

ファミリー
マート様●

JAにいがた南蒲
井栗支店様● 井栗小学校

●井栗
　公民館

至市街
403

農産物直売所
いきいき畑

3

3

2
1

2

1
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組合長あいさつ・新役員紹介  P2

に い が た

1 【生 地】
材 料（1本分）

•卵……６個　
•はんぺん…１枚(90g)　
•砂糖…65g

•酒……大さじ２
•塩……少々

2 【酢飯、具材】

•酢飯…240g
•キュウリ…１㎝角程の棒状に縦に切り分ける
•ニンジン…１㎝角程の棒状に縦に切り分ける
•クルミの佃煮…細かく刻む

•干しシイタケの含め煮…薄切りにする
•かんぴょうの甘辛煮
　　…生地の幅に合わせて切る
•桜でんぶ

①1の全てをミキサーに入れ、なめらか
な液状になるまで撹拌する。

②クッキングシートを敷いた天板に①
を流し入れ、180℃のオーブンで８分
焼く。焼きムラ防止のため、天板の
前後の向きを変えさらに４分焼く。

③生地の完成
④巻きすにラップを敷き、粗熱をとった生地をのせ酢飯を広げて具材を置く。
⑤手前から巻きすごと持ち上げ具材を軽く押さえながら巻く。
⑥形を整えて、なじむまでしばらく置く。
⑦食べやすい大きさに切り分けて伊達巻き寿司の完成。

作り方

おひ
な
祭
り
に
も
ぴ
っ
た
り

い
し
い
一
皿

伊
達
巻
き
寿
司 ノーサイくん

はんぺんは通常の伊達巻に
使用する量の半分にしていま
す。生地がフワフワと軽い触
感になり巻きやすくなります。

ポイント

手前から
持ち上げ巻く

完成した
生地

冨 

永

　咲 

子
さ
ん

金 

井

　英 

子
さ
ん

食
房
美
咲

　上
越
市
牧
区

　購
入
し
た
太
巻
き
寿

司
に
伊
達
巻
き
の
生
地

を
巻
く
だ
け
で
も
華
や

か
に
な
り
ま
す
よ
。
ひ

な
祭
り
に
も
ぴ
っ
た
り

で
す
。

　ま
た
、
中
に
入
れ
る

具
材
の
種
類
や
量
は
お

好
み
で
変
え
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
佃

煮
を
入
れ
て
も
苦
み
が

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

お
い
し
い
で
す
。

紹
介
者
は


